文化祭・連合芸能会　参加作品

第二砂町中学校　演劇部

オリジナル作品

ＥＩＧＨＴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＥＹＥＳ

作・まつむらとしや

キャスト

杏乃　桂（けい）　長女　二十歳　会社員

杏乃　梗（こう）　次女　十七歳　高校生

杏乃　椋（りょう）三女　十四歳　中学生

杏乃　栖（せい）　四女　十一歳　小学生

かぐや（仮）　　　赤ん坊。竹の子、ひめなどとも呼ばれる。

名倉　和葉　　　　　　　二十歳

成長したカグヤ

もっと成長したカグヤ

スタッフ

照明

音響

明るい音楽。

幕上がる。

畳の敷かれた部屋

乱雑に並ぶ布団の中で乱雑に寝ている梗・椋・栖。

目覚ましが鳴る。

梗の手が伸びてそれを止める。

間

ガン、ガンと金属をたたく音。

桂が鍋をオタマでたたきながら登場。

桂「こらぁ、いつまで寝てるの！起床！全員起床！」

微動だにしない三人。

梗の布団を剥ぐ桂。

梗「あと五分」

桂「やかましい」

梗の尻を蹴飛ばす桂。

うひゃぁという感じで床を出て行く梗。

続いて、椋の布団を剥ぐ桂。

Ｍ１　Ｃ・Ｉ（カットイン）《下段Ｑ＝照明Ｑ　Ｍ＝ＢＧＭ

※Ｑ１明転開き　　　　　　　 ＳＥ＝効果音》

ＳＥ１Ｃ・Ｉ（インカムＱで）

ＳＥ１Ｃ・Ｏ（カットアウト　手に合わせて）

· 生音

椋「あと一時間」

桂「寝言いうな！」

蹴る。

以下同文。

最後に栖。

栖「あと一晩」

桂「意味わからん！」

以下同文。

一人部屋に残った桂、布団をたたみはじめる。

桂「ったく、グータラどもは毎日、毎日」

梗「（ＯＦＦ）お姉ぇ、靴下どこぉ？」

桂「あんたいつも洗ったのすぐ穿くから、わざとしまったの！ちゃんと引き出しから別のを出して穿きな！」

梗「（ＯＦＦ）へ～い」

椋「（ＯＦＦ）洗顔フォームなくなったよぉ」

桂「しまってある場所わかるでしょ！自分で出しなさいよ、自分で！」

栖「桂姉ぇちゃ～ん」

桂「なに！」

栖「茶碗とお椀が空なの～」

桂「自分でよそえ、ばかっ」

桂「（ためいきをついてから）あたしゃぁ、あんたたちのお母ちゃんじゃないんだからねっ」

桂「（独り言）この台詞、何回いったことやら」

桂、ハッと気が付いたように

桂「あんたたち、あたしの分、ちゃんとのこしときなさいよ！」

三人「え！」

桂「え？」

暗転

再び、明るい音楽。

暗転幕、下りる。

ランドセルを背負った栖、下手から現れて

栖「あ～、学校一日おきにならないかなぁ」

桂（出勤の身支度）現れて、

Ｑ２暗転（台詞「え？」から２秒）

Ｍ２　　Ｃ・Ｉ

※暗転幕　降り

Ｑ３シーリング前明かり＋暗転幕内（インカムＱで）

Ｍ２　　Ｆ・Ｏ（栖登場で）

桂「また寝ぼけたことを。ほら〈指差して〉、集団登校の出発、あんた待ちじゃないの？」

栖「（はっとして走り出す）あ、（前方に）ごめ～んっ（振り返って）いってきまーす」

栖、上手に消える。

梗と椋（制服姿）、並んで下手からあらわれる。

椋「いつも、大変ですねぇ」

桂「他人事みたいに言うなよ、こら」

椋「へへ、じゃ、いってきまーす」

椋、上手に消える。

桂「（上手を向いて）感謝が足りない、感謝が」

梗「へいへい、わかっとりやす。ありがたい、ありがたい（合掌）」

桂「とても感謝してるようには見えないぞ」

梗「んなことないし」

桂「だったら、少しは手伝え」

梗「う、〈間〉ははは」

桂「笑うな、ばか」

梗「だって、あたしら、みんな、お姉ぇに世話されるほうだったし。

栖の奴にいたっては、お姉ぇが育てたようなもんじゃん」

桂「ん･･･そだな。栖はねぇ、ちょっと前まで赤ん坊だったと思ってたら、いつの間にか、よく育ったわ、ほんと」

梗「椋と並ぶと、どっちが中学生だか」

桂「ははは、確かにって、ちょっと、時計見て」

梗「あ、電車」

桂「いくぞ」

梗「おう」

マンガのように両手を横に振り上げて、一気にスタートする二人。

上手に退場。

ナレーション（桂）「その日もそうやって、いつも通りに始まったのですが･･･」

暗転幕、上がる。

舞台上は居間の佇まい。

梗が帰宅する。

梗「『ただいま』って、なんだ、今日はあたしが一等賞か」

椅子にどっと倒れ込んでフウと大きく息をつく。

ＳＥ２（ナレーション１）

※暗転幕　上げ

Ｑ４（前照用シーリングのみＦ・Ｏ）

梗「満員電車にはいつになっても慣れんわ。あーだる」

うとうとしかける梗。

突然、椋が飛び込んでくる。

椋「（大声で）大変大変大変大変」

はっと飛び起きる梗。

梗「（ねぼけて）変態が出た？」

椋「あ、梗姉ぇ、変態じゃないの、大変なの！大変！」

梗「大変？何が」

椋「う、裏の竹藪なのよ！。栖が裏の竹藪で」

梗「え！栖が裏の竹藪で変態にからまれたの？」

椋「変態関係ないの！変態は！栖が大変なの」

梗「変態じゃなかったら何！」

椋「栖がとんでもないものを！」

梗「（いらいらして）だから何！」

椋「た、竹の子！竹の子のね！」

梗「あ？竹の子？竹藪で竹の子めずらしいか？」

椋「違う違う、竹の子のぉ」

二人がむなしい会話を繰り広げているうちに、栖がゆっくりと部屋

に入ってくる。手には何か巨大な竹の子のようなものを抱えている。

梗「（さっきの続きで）だから、竹の子の何なのよ（ここで栖に気付いて）って、ああ！竹の子！」

椋「そばで見てみなよ、梗姉ぇ」

梗、栖のそばに寄り、竹の子状の物体をのぞき込む。

栖「びっくりさせちゃ、だめだよ」

梗「ああ！（口をおさえて）ああ」

あたふたよろよろと椋の所まで戻り。

梗「大変だ」

椋「でしょ？」

梗「（大声で）栖！どうしたの、その子！」

とたんにおぎゃあと泣き出す竹の子。

栖「もう、びっくりさせないでっていったでしょ！」

梗「こっちがびっくりしたわ」

栖「（竹の子をあやしながら）こまったおねえちゃんでちゅねぇ。はいはい、泣かないの、泣かないの」

ＳＥ３　Ｃ・Ｉ（前台詞終わりで）

椋「う、なんか、さまになってる」

ほどなく泣き止む竹の子。

梗「（小声で）で、どうしたの、その子」

栖「竹藪のね、中でぇ、泣いてた」

椋「あたしが通りかかったら、この子もう、赤ん坊かかえて歩いてたんだよ」

梗「（ふうとため息をついて）今どき、はやんないのになぁ、捨て子なんか」

栖「捨て子じゃないよ！」

椋・梗「え？」

栖「この子は･･･」

椋・梗「この子は？」

栖「この子は、かぐや姫にきまってるでしょ！」

間。梗、しばらくじっと動かない。

梗「（頷いて）そう、交差点とこの家具屋さんの娘で･･･」

椋、梗をひっぱって隅へ

椋「梗ねぇ！」

ＳＥ３　Ｆ・Ｏ

梗「だって、あまりな答えだから」

椋「でも、あの子の目本気だよ」

梗「メルヘンおたくだからなぁ、あいつ」

梗、栖に歩み寄って、

梗「で、どうするつもりよ、その竹の子の子。まさか」

栖「（頷いて）育てる」

梗「はいー？」

栖「あたしが育てるの！」

梗「言うと思った」

椋「あたしも」

竹の子を抱えたまま、かたくなな表情の栖。

梗「あのね。あんたは小学生、んでもって（指差して）椋は中学生。

それから（自分を指差して）高校生」

椋「（一瞬の躊躇の後、腕を振り上げて）そうだ、そうだ」

梗「間の抜けた『そうだそうだ』ありがとう椋」

椋「ど、どういたまして」

梗「みんな学生なのに、この子の面倒なんて見られるわけないでしょが」

栖「そんなことないもん！だいじょうぶだもん！」

梗「どこがどう大丈夫なの？」

栖「だって、あたしが赤ちゃんだったころ、桂姉ちゃん、いくつだった？」

桂、帰宅して、

桂「九歳の小学生ですが、なにか」

梗「おねぇ！」

椋・栖「桂姉ちゃん！」

桂「はい、ただいま。で、何もめてんの？」

梗「すげぇ、もめてんの」

椋「やばいの」

梗・椋、黙って栖の竹の子を指差す。

桂「何？その竹の子」

桂、栖に歩み寄って、竹の子を覗き込む。

そのまま、気を失う桂。後ろから慌てて支える梗・椋。

暗転。

Ｑ５暗転

溶明。

桂、椅子に腰掛け、頭に保冷剤を載せている。

その両側に梗と椋。

やや離れて栖が竹の子を抱いている。

桂「だいたいのことはわかった。わかったけど、よくわかんない」

桂、栖に向かって、

桂「その子、かぐや姫かどうかもわかんないし、それどころか、捨て子かどうかもわかんないじゃない。」

栖、いじけている。

桂「置き手紙も何もそばになかったんでしょ？」

栖しかたなく頷く。それを見て、梗・椋もうなずく。

桂「あんたが勝手に余所の子連れて来ちゃったって可能性もあるわけだ」

梗・椋、また頷く。栖は横を向いている。

Ｑ６　暗転前に同じ

梗「えらいこっちゃ」

椋「えらいこっちゃ」

栖「（顔を桂に向けて）でも･･･」

桂「でも？」

栖「しばらくそこにいても誰も来なかったし、ひとりぼっちの赤ちゃん、ほっとけないでしょ。それに･･･」

桂「それに」

栖「この子、あたしの顔見て、ものすごく嬉しそうに微笑んだの。見知らぬあたしが近づいても、泣き声一つあげずに、顔中で微笑んだの。だから･･･」

桂「･･･（じっと、栖を見ている）」

栖「この子の気持ち、伝わってきたような気がして」

桂「で、連れてきたってワケだ」

栖「（声を大きくして）ね、かぐやだよ。この子、かぐや姫なんだよ。あたし、そうとしか思えないもん」

桂「（ため息）」

栖「ねぇ、育てようよ、桂姉ちゃんが子どもの頃から私の面倒見てくれたみたいに、みんなでこの子、育ててあげようよ、あたし、この子のお母さんの代わりになりたいの」

桂「栖･･･」

梗・椋「･･････」

桂「気持ちはわかった。よーおおくわかった。わかったけど、やっぱり簡単にはうんといえないねぇ」

栖「桂ねぇちゃん」

なりゆきを見守る梗と椋。

桂「梗」

梗「あいよ」

桂「わたし、ちょっと竹藪のあたり見にいってくる。行き違いになってこの子のお母ちゃんが泣きながら探してたら大変だからね」

梗「ん。わかった」

そのとき、いきなり泣き出す竹の子。

桂「おやおや」

栖「どうしたの？ほら、泣かないで」

桂「おなか空いちゃったかな」

椋「え、わかるの？」

桂「まぁ、そりゃ、なんとなくね」

梗「さすが」

栖「え、？じゃぁミルク？（自分の胸元を見て）そんなの出ないよ」

ＳＥ４　Ｃ・Ｉ（前台詞終わりで）

ＳＥ４　音量ダウン～徐々にＦ・Ｏ

桂「あたりまえでしょ。梗、ひとっ走りしてミルクと哺乳瓶かってきて」

梗「え、ああ、えーと三丁目のストアでいいの？」

桂「ああ、医薬品のコーナーにあるよ」

梗「了解」

梗出て行く。

桂「椋」

椋「あい」

桂「物置にさ、栖が使ったベビーベッドがのこってると思うんだ。あったら持ってきて」

椋「らじゃ」

椋出て行く。

栖「（赤ん坊をあやしながら）桂姉ちゃん･･･」

桂「預かるって決めたワケじゃないよ。･･･じゃあ、わたし竹藪に行ってるから、あとよろしく」

栖「わかった」

桂「梗ならだいたいのことわかると思うから、ちゃんとミルクのませてあげな、いいね」

栖「うん、わかった」

出て行く桂。

それを見送ってから、竹の子に向かって

栖「もうすぐ、ミルクあげるからね、泣かないで」

一人のこった栖。

竹の子をあやし続ける。

暗転。

暗転幕おりる。

辺りを見回してうろうろしている桂

桂「んー、誰も来ないな。いったい、あの子は･･･？」

その時、いかにも辺りをキョロキョロ探している体のヤンキー風の女性が下手から表れる。

桂「（気付いて）！」

桂のそばにやって来る女性。

桂も見ている。

女性「あのー、すンません、この辺りで、」

Ｑ７暗転
※暗転幕　降り

Ｑ８暗転幕内＋前照

桂「はい？」

二人顔を見合わせる。

女性「（はっとなって）え？桂？杏野桂じゃない？」

桂「「え？（図星でびっくりして）あ、はいそうで（見つめる）･･･」

桂「あ（思い出して）、名倉？名倉和葉？」

和葉「やっぱり桂じゃん、久しぶりだねー」

桂「和葉かぁ。なつかしい。中学卒業以来かぁ。でも（もう一度しげしげながめて）、ずいぶんできあがったねー」

和葉「かんべんしてよ、ってそれどころじゃないんだった」

桂「え？」

和葉「ねぇ桂、」

桂「ん？」

和葉「このあたりで、赤ん坊みなかった？」

桂「え？････えーっ」

暗転幕上がる。

居間、ベビーベッドが運び込まれている。

梗「買ってきたぞー」

Ｑ９前照のみＣ・Ｏ（暗転幕前・暗転・台詞終わりで）
※暗転幕　上がる（インカムＱ）
椋「おー、梗ねぇ、待ちかねたぞ」

栖「ミルク、ミルク」

梗「ほいよっ、あんた達でいれといで」

椋・栖「了解っ」

袋を受け取り奥へ消える二人。

残った梗、ベビーベッドの中の竹の子を見遣る。

梗「栖が赤ん坊だったころ、なんとなく覚えてるんだけどなぁ。お姉が慣れない手つきで一生懸命ミルク飲ませてっとこ」

竹の子、ばぶばぶ、あーっと声を発している。

梗「やっぱ、かわいいねぇ。むかしゃあ、みんなこうだったんだよねぇ。ほらほら、あばばば、ばあ！」

あはぁ、あはぁと笑い出す竹の子。

梗「お、笑った、笑った。ははは、あばばば、ぶわぁっ」

今度は泣き出す竹の子。

梗「あらら、ちょっと、かんべんして。泣かない、泣かない」

ＳＥ４・５　Ｃ・ＩすぐＣ・Ｏ（台詞終わりで）
ＳＥ５　Ｃ・Ｉ（「ばあ！」直後）
ＳＥ５　Ｃ・Ｏ（台詞頭で）

ＳＥ６　Ｃ・Ｉ（「ぶわぁっ」直後）

必死にあやす梗。

栖、奥から戻り、

栖「お待ちどおさまー。あちゃちゃ、ちゃ」

哺乳瓶を熱そうにお手玉のようにジャッグルしている栖。

あとを追ってくる椋。

椋「できたて、できたて」

梗、見かねて振り返り

梗「あちゃちゃ？こら、あんたたち！」

栖・椋「は？」

梗「なんじゃ、そのあつあつの哺乳瓶は？」

栖「え、だからホットミルク」

梗「ばか、そんなん飲ましたらやけどしちまうっ」

椋「え？だめ？」

梗「昔っから人肌ってきまってるだろっ、赤ちゃんのミルクはっ」

栖「椋姉ちゃん、ヒトハダって何？」

椋「え？ええっと、･･･そう、単位。きっと単位だ。ヒトハダ、フタハダ、ミハダ」

ＳＥ６　Ｆ・Ｏ（←栖戻りで）

梗「何ワケのわかんないこと言ってんの！人の体温のことだよ！早く冷ましておいで！」

椋・栖「はいーっ」

あたふたと奥へ引っ込む二人。

梗「まったく、近頃のわかいもんときたら。（竹の子を見遣って）ごめんねーっ、ミルクすぐ来るからがまんしてねぇ」

梗、ちょっと、真顔になって、

梗「でも、まぁ、子供なら知らないのも当然か。ひょっとして、今時、高校生でも、普通はそんなことも知らないのかねぇ。･･･まぁうちは特別だから」

竹の子、まだちょっとぐずっている。

梗「（奥へ）水にさらして冷ましたら、ちゃんと瓶を振って、中の温度のムラなくすの。いい？」

椋「（奥から）へーい」

梗「温かくも冷たくもない感じになったら、もっといで！それが人肌だかんね」

栖「はーい」

ＳＥ７　Ｃ・Ｉ（前台詞終わりで）すぐＣ・Ｏ

以下、梗、音声なしであやす演技。

下手袖に、竹藪から歩いてきたらしい桂と和葉。

和葉「（ほっとして）じゃぁ、あんたん家で預かってくれてるの？あ

の子」

桂「うん、末っ子の栖はかぐや姫だと信じきってるけど」

和葉「ごめんな、やっかいかけて」

桂「まったくだよ。」

和葉「辛くてさ。まわりのやつ、まだみんな遊びまくってるのに、

あたしだけ、一日のほとんどをあの子の世話にうばわれちまっ

て･･･」

桂「和葉だけじゃないよ」

和葉「え？」

桂「わたしも、自分の時間なんてほとんどないよ」

和葉「（下を向いて）そうだな、桂んとこ、ずーっとあんたが母親代わりだもんな。バカだね、あたし」

桂「そう思うんだったら、もう子供捨てようなんて、思うんじゃないよ！酔っ払ってやけになったとか理由になんない！」

和葉「申し訳ない」

桂「今回だけは大目に見てあげる。その代わり･･･」

和葉「その代わり？」

桂「ちょっとわたしの言うこと聞いてちょうだい」

Ｑ１０前照ｏｒピンＣ・Ｉ（インカムＱで）
　　　　
暗転。

溶明。居間ではようやくミルクを飲ませている梗たち。

梗が竹の子を胸に抱いている。寄り添うようにそれを見つめている椋・栖。

梗「こうすると、お母さんの胸の高さで飲めるでしょ」

椋「なるほどねー」

栖「すごい。ほんとに一生懸命飲むんだね」

梗「だって、まだこれだけが命をつなぐ食べものなんだよ、必死だ

よ、そりゃ」

栖、じっと顔を近づけてその様子をみつめている。

桂、帰ってくる。手に大きな袋を抱えている。

桂「ただいま」

梗「あ、おかえり。ねぇ、どうだった？」

桂「（すこし空々しく）ん、うん、収穫なし」

椋「でどうすんの？」

桂「今日は、もうこんな時間だからうちで預かります」

栖、一人うれしそう。

Ｑ１１暗転
Ｑ１２Ｑ９後に同じ（インカムＱで）
桂「明日になって、大きな変化がなかったら、やっぱり、然るべき所に相談します。いいねっ」

梗と椋は頷くが、栖は複雑な顔で横を向く。

桂「さて、そうと決まればやることはいっぱいあるぞ」

梗「あ、それで」

桂「ちゅーこと。椋、」

椋「あい」

桂「あんた今日の炊事当番」

椋「えーっ、あたしもこの子の世話がいいっ」

桂「しょうがないでしょ、あんたあたしの次に料理の腕確かなんだから」

椋「ちぇ」

桂「梗」

梗「あー、それ？（袋を指して）」

桂「さすが。おむつその他入っているから、整理しといてね」

梗「了解」

桂「栖」

栖「はいっ」

桂「あんたは、あたしと一緒にこの子のお風呂手伝って」

栖「え？（嬉しそうに）うん、あたし、がんばる」

桂「（にこりと）よし、がんばれ」

椋「あー、ずるいよ、桂ねぇ。こいつも最近は料理結構作れるんだよ」

栖「（にやりとして）いえいえ、とても椋ねぇにはかないませんから」

椋「あ、コイツ、むかつく。普段はあたしを立てもしないくせに」

栖「姉らしいとこがあったら、ちゃんと立てられるんだけどなー」

椋「なにをぉ、やるっつーの」

栖「上等じゃん、いっとくけどケンカ売ってきたのはそっちだかんね」

椋「よくいうよ」

戦闘ポーズをとる二人。

桂「あんたたち、そろそろそれやめなさいよ。ガキじゃあるまいし」

椋「なによ、いつもガキ扱いするの、桂ねぇじゃん！」

桂、ため息をついて、ベビーベッドを安全な場所へ移動する。

物陰から梗が不意に顔を出し、

梗「ラウンドワン、ファイト！(引っ込む)」

死闘を繰り広げる二人、勇壮なＢＧＭ。

やがて、椋が息を切らし、戦意喪失。

ＢＧＭ３　Ｃ・Ｉ（「ファイト！」で）

ＢＧＭ３　Ｆ・Ｏ

再び梗が顔を出し、

梗、タオルを投げる。
カーン、カーンというゴングの音。

桂「おやおや、もう年だねぇ、椋」

椋「う、腕を上げたわね、栖」

ガッツポーズの栖。

椋「これで勝ったと思うなよぉ！また会おう！」

椋、退出しようとする。

桂「こら、どこいくんじゃ」

椋「え？ちょっと、修行の旅に」

桂「その前にうちらの飯つくれや！」

椋「ひ、へ～い。おこっちゃやー、おこっちゃ！」

台所へ退出する椋。

桂「じゃ、行くよ、栖」

栖「はいっ」

ＳＥ８　Ｃ・Ｉ（タオルと同時に。）Ｃ・Ｏ（再生終了で）

桂、赤ん坊を抱える。袖へと消える二人。

暗転

ナレーション「このあとは、てんやわんやでした。そして、深夜。三時間ごとに飲ませるミルクやおむつの取り替えなど、順番で世話をすることにしました。」

舞台暗い。

寝ている栖のあたり、ライト明るくなる。

なかなか寝付けず、寝返りを繰り返す栖。

声「･･･さま、おばあさま、（大きく）おばあさま」

栖「え？なに？」

栖、上半身を起こす。かぐやが立っている。（サスライトが当たっている）

かぐや「おばあさまのおかげでかぐやはこんなにおおきくなりました」

栖「かぐや、かぐや！･･･わたし、おばあさんじゃないもん！せめておかあさまとよんで！」

かぐや消える。

また、うつらうつらし始める栖。

Ｑ１３暗転

ＳＥ９　ナレーション２（暗転直後）

Ｑ１４　Ｆ・Ｉ（インカムＱで）

Ｑ１５　Ｃ・Ｉ（Ｑ１４＋サスｏｒピン）

Ｑ１６　サスのみＣ・Ｏ（前台詞終わりで）

声「ばあちゃん、ばあちゃん」

栖「え？また？」

見ると、すっかり大きくなったかぐやが立っている。なんかどこにでもいそうななりをしている。

かぐや「ばあちゃんのおかげで、また大きくなったけどさぁ、なんか、フツーに育っちゃって、姫って感じしなくなっちゃった。マジ、やばいんで、月に帰るね。じゃ、お世話になりました。バイバーイ」

かぐや消える。

栖「ばあちゃんじゃないってば！かあちゃんだってば！てか、えーっ、ひどーい。ずっといてくれるんじゃなかったの？ちゃんと育ててあげたのに、行かないでかぐや、（舞台上明るくなる。ベビーベッドとその隣で番をする椋の姿）カムバーック！」

椋「なにやってんの、あんた」

栖、キョロキョロと周りを見回し、夢だと気付く。肩を落としなが

らもホッとする栖。

Ｑ１７ サスＣ・Ｉ（Ｑ１５に同じ。前台詞終わりで）

Ｑ１８サスＣ・Ｏ（前台詞終わりで）

Ｑ１９　Ｃ・Ｉ（Ｑ９後に同じ。前台詞終わりで）

椋「そろそろあんたの番だけど、だいじょうぶ？おきてられる？」

栖「（起き上がりながら）うん、大丈夫。ミルクは？」

椋「今、桂姉ちゃんが用意してる。よーく寝てるから結局四時間以上開いちゃった」

桂、ミルクを持って現れる。洋服のまま。

栖「桂姉ちゃん寝てないの？」

桂「いや、仮眠はとったから。大丈夫。しかし、よく寝てるねぇ」

栖「起こしちゃうの？」

桂「もう少し寝かしとこう。母乳と違ってミルクは消化が遅めなんだって」

椋「（改めて竹の子をじっと見ながら）ふふ、なんだかさ、いつまで見てても見飽きないんだ。不思議だね」

桂「そうだね。あたしも栖の時はずいぶん長いことじーっと見てた気がするよ。寝顔とか」

栖もそばによってじーっと竹の子の寝顔に見入る。

梗もやってくる。

梗「はいよ、オムツの替え、ここにおくよ。（様子を見て）なに、みんなして見入っちゃってるわけ？どれどれ」

ＢＧＭ４　Ｆ・Ｉ（低レベルで）

並んでそれぞれに寝顔に見入る四人。

ゆっくりとした時間が流れていく。

やがて、四人の視線に気が付いてか、竹の子、目を覚まし、声を

上げる。

梗「ああ、おっきちたの？〈思わず顔を近づけて〉あばばばば･･･」

とたんに泣き声を上げそうになる竹の子。

あわてて梗の口を押さえる残り三人。

眼を丸くする梗。

暗転

ナレーション「のどかな休日。みんなは奪い合うように赤ちゃんの

世話をしたのでした。わたしは、みんなのその表情、その瞳に、母

さんと同じ光が宿っているように感じました。〈間〉そして、また日

が暮れて･･･」

溶明。

ミルクを竹の子に上げている栖。

梗は、傍でくつろいでいる。

エプロンをした椋出て来て、

ＳＥ１０　Ｃ・Ｉ（インカムＱで）

Ｍ４　Ｆ・Ｏ（「あばばばば…」で）
ＳＥ１１　Ｃ・Ｉ／Ｃ・Ｏ（前台詞終わりで・一瞬）

Ｑ２０暗転（インカムＱで）　ＢＧＭ、一旦大きく

ＳＥ１２　ナレーション３（暗転直後）

Ｑ２１　Ｃ・Ｉ（インカムＱで）

椋「あれ、桂姉ちゃんは？」

梗「ああ、ちょっと買い物つって出てったよ」

椋「あらら、残念。味付け見てもらいたかったのに」

梗「かわりにあたしが見ようか？」

椋「いいよ、梗姉ちゃん、いっつも味付け濃すぎるんだもん」

梗「そりゃぁわるうこざんしたね」

下手手前に桂と和葉が現れる。

和葉「（ウサギの耳を手にして）ほんとにこれつけんの？」

桂「（頷いて）筋書き通りにたのむよ」

和葉「あたしゃ不安でしょうがないよ」

桂「弱音はかない！根性！」

和葉、まいったなという顔で、耳を頭につける。

二人、一旦下手に消えて、

奥から桂がまず現れる。〈部屋の中ではいじけた梗と椋が小芝居している。栖はミルクを上げ終え、ベッドに竹の子を戻す〉

桂「ただいま」

梗「お、お帰り」

椋「お帰り、桂姉ちゃん、まってました」

Ｑ２２　Ｃ・Ｉ（Ｑ２１＋前照ｏｒピン。前台詞終わりで）

Ｑ２３　Ｃ・Ｏ（前照のみ。二人はけて）

栖「お帰り、〈桂の緊張した様子に気付いて〉どうかしたの？桂姉ちゃん」

桂、全員をしっくり見渡す。そして、軽く咳払い。

桂「（若干芝居臭く）あー、みんな、実は、ちょっとお客さんをお連れしました」

梗「お客さん？」

桂「〈袖に向かって〉どうぞ、こちらへ」

うさぎの和葉、のたのたと現れてぎこちなく一礼。

椋「〈若干驚いて〉え、だ、あ、どなた？」

他の二人もいぶかしげに来客を見つめる。

桂「先ほど、竹やぶのところで、お会いしました。さぁ、どうぞ、お名乗りください」

和葉「（手刀でのどをかるくたたきながら）わ、わたしは月からの使者で･･･（ここでゲホゲホと咳き込む）」

桂「（がんばらんか、こら、と、眼で合図）」

和葉「（こりゃだめじゃと手を振り返し、いかにもお芝居、的な言い方で）や、やはり、地球の話し方でいきます。私は月からの使者

です。姫をお連れに参りました」

沈黙する椋、梗。

とたんに表情を変えて身構える栖。

梗、一瞬「あ」という顔をして、

梗「あ、ああー（こちらも芝居臭くなる）そ、それはようこそいらっしゃいました！」

といいつつ、桂の隣に並ぶように立つ。

梗「（小声で）おねぇ、オツ。なんか、なんとなく事情が読めた気が

する」

桂「（小声）あんたも話あわせてよ」

頷く梗。

椋「え？てか、月世界人ってそんなん？」

訝しげに和葉をみつめる椋。

桂は椋に必死に眼で合図を送る。

梗もそれに加わる。

椋、やがて、それに気付き、栖と和葉、そして桂たちに交互に目を

やる。やがて、「ああ」という顔で胸の前で手を打ち、桂たちに歩み

寄りながら、

椋「遠くからご苦労さまっす」

椋、梗の横に立ち、自分たちと栖を交互に指差して、

椋「へへへ、さんたいいちー」

梗、椋の頭をはたく。痛がる椋。

桂、和葉に目で促す。和葉頷いて、

和葉「〈芝居がかった言い方続く〉私の過ちで姫はこのようなことになってしまいました。でも、月に帰るときが来たのです」

栖、涙目になって、ますます体を硬くして、

栖「（だんだん涙声に）この子はもううちの子だもん！みんなで（桂たちを見やってから顔を背け）･･･私一人だって育てるんだもん！この子のお母さんになるんだもん！」

桂「栖！返してあげよう。ね」

梗・椋も頷く。

栖、今にも泣き出しそう。

和葉「（もう、栖しかみていない。口調に段々と感情がこもってくる）ありがとう。その子を守ろうとしてくれて。いろいろ世話焼いてくれて。本当に感謝してます。でも、お願い、その子を母親の元に返してあげて」

栖「それでこの子がほんとに幸せになれるの？ねえ、一度はこの子を見捨てた人に返して、ほんとに幸せになれるの？」

和葉、ショックを受けたようにたたずむ。

桂「栖、あんた、ほんとはわかって･･･」

栖「〈頷いて〉でも、あたし信じたいの。この子は月から来たの！最初からさびしい子なの！だからわたしがお母さんやるの！だって、あたしはそのさびしさ、よーくわかってるもん！」

桂「（ゆっくり栖に歩み寄って）でもね･･･その子にはいるんだ。お母さんいるんだ。ちょっとたよりないけどさ。（栖の肩に手を置いて、諭すように）わたしたちとは･･･違うんだよ」

和葉「･･････（こちらも今にも泣きそうに無言で頷く）」

そのとき、部屋の明かりが消える。

　

Ｑ２４　全照明Ｃ・Ｏ

梗や椋、それぞれに「きゃ」とか「なに」とか声を上げる。

次の瞬間、雷光が閃き、ややあってけたたましい雷鳴がとどろく。

その雷光に負けないくらいの和葉の声が部屋の中に響く。

和葉「紗枝！」

沈黙。

明かりが戻る。

栖は桂にすがり付いている。

桂は栖を守るように支えている。

梗と椋は抱き合っている。

そして、ベビーベッドの上からかばうようにわが子を守っている和

葉。そして、こんな状況にもかかわらず、竹の子の母に甘えるよう

な笑い声が響く。

姉妹たちの視線は和葉に注がれている。

和葉は自分の行動に驚くように二歩、三歩と後ずさり、

和葉「あたし、今ほんとにわかった。あたしにはこの子が必要なんだ。それから、この子もあたしを必要をしてくれてるんだ･･･」

Ｑ２５　ストロボＣ・Ｉ（Ｑ２４後２～３秒）

Ｑ２６　ストロボＣ・Ｏ（すぐ）

ＳＥ１３　Ｃ・Ｉ（雷光から２秒・キーボード）

Ｑ２７　Ｃ・Ｉ（Ｑ２４前に復帰。インカムＱで）

ＳＥ１４　Ｃ・Ｉ／Ｃ・Ｏ（インカムＱで）

Ｍ４　Ｃ・Ｉ（赤ん坊の声のあと・レベル押さえて））
栖、ゆっくりとベッドに近づくと、紗枝をそっと抱き上げる。

うろたえる和葉に近づくと、彼女をそっと差し出す。

姉たち、それをじっと見守る。

栖「あたし、一番大事なときにお母さんやれなかった。月の使者さん、ちゃんとおかあさんだっだ。･･･〈涙声で〉かぐ･･･紗枝チャンにさびしい思いさせないでね･･･」

和葉「（紗枝を受け取り抱き寄せるとしっかり何度も頷きながら）ありがとう、ごめんね、栖ちゃん、ごめんね。」

桂「栖･･･（後ろから抱きしめて）えらかったね」

栖「（頷いて）あのね、まだあたしには桂姉ちゃん絶対必要･･･」

桂「わたしもだよ」

梗と椋、自分を指差しながら

梗「あたし、あたし」

椋「あたし、あたし」

栖、少し微笑んで二人にあかんべー。

なんだよー、という顔の二人。

暗転。

Ｑ２８　暗転

ナレーション「和葉は大事そうに紗枝ちゃんを抱いてかえっていきました。栖はそのあとやっぱりもう一度大きな声で泣きました。つられて私たちも泣きました。」

溶明。明るい音楽始まる。

朝。姉妹の日常。

栖「いってきまーす」

桂「忘れ物ない？」

栖「大丈夫、なんか自分のこと自分でやるようになったら、減ったんだ、忘れ物。じゃーねっ」

桂「おう、いっといで」

栖退場。椋現れて、

椋「あたしもいくねー。あ、トイレットペーパー切れてたから出しといたよ」

桂「おう、サンキュー」

椋「いってきまーす」

桂「いってらっしゃい」

椋退場。

ＳＥ１５　ナレーション４（暗転直後）

Ｍ４　レベル上げ（ナレーション終わって）

Ｍ４　Ｆ・ＯあるいはＣ・Ｏで即Ｍ５（溶明で）

Ｑ２９　Ｃ・Ｉ（インカムＱで）

Ｍ５　Ｃ・Ｉ（低レベルで）

梗、現れて。

梗「どうしたんだろーねぇ。みんな良い子ちゃんで」

桂「困っちゃうわよねー、一人だけあんまし変わんないのがいて」

梗「おいおい、これでも細かいことはいっぱいやってんだからね。高校生はいそがしいの！」

桂「よく私に言えたな」

梗「あははは、じゃ、いってくるぜー」

桂「おう」

梗退場。

桂「ふー、では、わたしもっと」

不意に桂の携帯鳴る。

桂、あっという顔になり、出る。

桂「もしもし、桂だよ。･･･うん、いまみんな出かけた。･･･うん、みんな元気。･･･ははは、少しずつだけどね、みんな、成長しとります。はい、･･･安心なさい。ははは。･･･次はいつ帰って来られるの？･･･あー、まだ先じゃん。また、必ず私たちの好物と、母さんの好きだったもの、沢山買って帰ってくること！ＯＫ？

　　よろしい。･･････うん、おとななわたし達に会えるの楽しみに

ＳＥ１６　Ｃ・Ｉ（インカムＱで）

ＳＥ１６　Ｃ・Ｏ（出て）

しててね。･･･あっはっは、色気のほうはまだだいぶ先だなー、はは。･･･よくいうよ。おっと、そろそろ時間なの、うん。今度はみんないるときにかけてきてよ。うん、じゃ、父さんも気をつけて。うん。はい」

桂携帯を切ると、おそらくは母のいる場所に向かって、

桂「いってきまーす」

桂退場。

音楽高まって、

幕。

Ｍ５　（桂、退場でレベル上げ）

· 照明そのままで幕。

Ｑ３０　作業灯以外Ｃ・Ｏ（幕降りて）
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